
平成27年度の予算執行状況をチェック ────── ②～③
新国際ホテル建設に伴う駐車場不足の対応は ── ④～⑤
市政のあり方を問う！ ──────────── ⑥～⑭

つやま市議会だより
No.83 平成28年

12月定例会

冬空
（美作高校写真部）



2※経費率…収入に占める経費の割合。

みどりの丘保育所の着工

決算審査

平成27年度には
こんな事業がありました。

つやま産業支援センターを開設

スポーツ・文化施設の
利用料金改定

新クリーンセンターの供用を開始
つやま和牛の
出荷を開始

９月定例会で提案されていた平成27年度各会計決算議案について、
12月定例会の初日に認定しました。ここでは、議会の立場から認定
までの審議内容についてご紹介します。
なお、決算内容の詳細については「広報津山１月号」に掲載されて
いますので、あわせてご覧ください。

産業委員会

・ ふるさと納税の代行業務委託の
費用対効果は？
→ 経費率（※）は約53％。津山市
では地元特産品のＰＲに主眼を
置いている。
・ 地域産材を使ったリフォーム補
助金の拡大を。

建設水道委員会
・ 長寿命化のため点検している
橋梁の数は？
→ 調査対象は1,335橋であり、
５年間かけて点検を行ってい
く予定である。
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各委員会では次の質問、意見が出されました

問　マイナンバーカードに係る
経費の国、市それぞれの負担は。
答　平成26年、平成27年あわ
せてマイナンバー導入に要した
金額は約１億５千万円で、この
うち約5,200万円が市の一般財
源である。なお、この一般財源
については特別交付税の対象と
なっている。

問　津山市には市税のほかに各
種債権も合わせた未収金が約
34億円あるが、どのように課
題認識しているか。
答　未収金の回収は公平で公正
な行政運営をする上で重要な課
題と認識しており、副市長をト
ップとした債権管理適正化プロ
ジェクト会議を設置し、債権管
理の方針の検討を進めている。
その中には債権管理条例も当然
考えに入っている。

問　昨年度の空き店舗対策事業
の補助金を利用した出店者の状
況は。
答　応募７件に対し、採択にな
ったものは５件である。補助金
を利用した出店者が増えるよう、
不採択になった方へ改善点の通
知、出店希望者との事前相談の
機会を増やすなど対策に取り組
んでいる。

問　介護保険制度における被保
険者の保険料負担は重いものに
なっている。国の負担を引き上
げ、被保険者の負担軽減を図る
べきでは。
答　国費負担の引き上げ、また
低所得者対策についても財政措
置を含めた統一的な対策を講じ
るよう、全国市長会を通して国
に要望している。

問　第９次行財政改革実行計画
では体育施設使用料３％以上値
上げとされていたのが、値上げ
実施時になぜ10％もの値上げ
となったのか。
答　全庁的な使用料の見直しの
中で周辺自治体の類似施設を調
査し、本市の施設使用料が低か
ったため、均衡を図ったもので
ある。

中
村
聖
二
郎
議
員　

一
般
会
計
の
自
衛
官
募
集
事
務
委

託
金
に
つ
い
て
、
安
保
法
制
改
正
や
閣
議
決
定
し
た
南

ス
ー
ダ
ン
へ
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
な
ど
自
衛
隊
を
め
ぐ
る
心

配
は
増
加
し
て
お
り
、
自
治
体
が
そ
の
募
集
に
関
わ
る

こ
と
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
立

場
か
ら
反
対
す
る
。

私
は
こ
う
考
え
る

反
対
討
論

総務文教委員会

・ 津山市奨学金の月３万円は
魅力的か？
→ 今後、額について研究した
い。
・ 本との出会いプロジェクト
の効果は？
→ 県の学習状況調査では、本
に親しむ機会が増えたなど
の回答があり、一定の効果
があったと思っている。

厚生委員会

・ 増加する社会保障費への対
応は？
→ こけないからだ体操などの
健康づくり、介護予防事業
の充実に取り組んでいく。

本会議において、５名の
議員が決算議案について、
質疑を行いました。

決算質疑
マイナンバーカードの
さらなる普及を

安東伸昭議員

施設使用料金見直しは
なぜ大幅値上げ？

中村聖二郎議員

約34億円の未収金対策は

秋久憲司議員

介護保険料の負担軽減を

美見みち子議員 

空き店舗対策の実態は

黒見節子議員
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事
業
者
の
駐
車
場
確
保
の
動
き
は
？

　

代
替
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
要
請
を
重

ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

協
議
会
か
ら
は
月
極
利
用
者
の
代
替
駐
車
場
、

近
隣
駐
車
場
の
時
間
延
長
や
増
設
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
の
臨
時
駐
車
場
の
開
設
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
、
働
き
か
け
て
き
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

夜
間
利
用
の
対
応
は
？

　

近
隣
駐
車
場
に
よ
る
12
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
増
設
、
時
間
貸
し
利
用
の
拡
大
を
検
討
し
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
、
か
つ
ア
ル
ネ
駐
車
場
の
24

時
間
化
の
準
備
も
進
ん
で
い
る
。

Ｐ
６
に
も
関
連
質
問

　

新
た
に
整
備
さ
れ
る
駐
車
場
は
敷
地
面
積
約
２
３
０
０
㎡
、

約
70
台
が
駐
車
可
能
で
す
。
平
成
29
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
期

間
中
は
臨
時
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
、
そ
の
後
、
文
化
財
調

査
、
整
備
工
事
を
行
い
、
平
成
30
年
４
月
の
供
用
開
始
予
定

で
す
。
今
議
会
で
関
連
予
算
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
補
正
予
算　

約
４
６
５
万
円
〉

（
仮
称
）城
下
山
下
駐
車
場
整
備
が
示
さ
れ
る

次の補正予算も決まりました次の補正予算も決まりました

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
「
第
一
駐
車
場
」
は
平
成
29
年
か
ら
、
新
津
山
国
際
ホ
テ
ル
建

設
に
伴
う
調
査
が
始
ま
り
、
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

今
議
会
で
は
（
仮
称
）
城
下
山
下
駐
車
場
の
整
備
方
針
が
執
行
部
か
ら
示
さ
れ
、
そ

の
こ
と
も
含
め
た
城
下
地
区
の
駐
車
場
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
決
算
議
案
の
ほ
か
36
件
の
議
案
等
を
審
議
し

ま
し
た
。
議
論
し
た
議
案
等
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

※
金
額
は
１
万
円
未
満
切
り
捨
て 

299
万円

4,500
万円

駅前バスのりばに電光掲
示板を設置します。

鉄道遺産等保存活用事業を行
う基金を設置します。

次の補正予算も決まりました

新国際ホテル建設 に伴うに伴う駐車場不足駐車場不足の対応はの対応は

2,900
万円

地域交流センター（アルネ４
階）の機能向上を図ります。

予
算
・
条
例
等
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こ
こ
を
聞
く

問　

今
回
の
整
備
事
業
は
総
合
計
画
に
な
い
が
、
い
つ

ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
の
か
。

答　

城
下
地
区
や
城
東
地
区
を
訪
れ
る
観
光
客
や
市
民

の
利
便
性
、
回
遊
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
本
年
度
の
事
業
評
価
委
員
会
を
経
て
、
主
要

事
業
と
し
て
追
加
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問　

今
後
の
予
算
措
置
は
。

答　

駐
車
場
整
備
工
事
や
案
内
看
板
設
置
工
事
な
ど
は

平
成
29
年
度
の
施
工
を
予
定
し
て
お
り
、
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
予
算
に
お
い
て
措
置
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｐ
９
に
も
関
連
質
問

400
万円

家庭用ごみ指定袋を追
加作成します。

秋
久
憲
司
議
員　

普
通
交
付
税
の
算
定
に
政
府
が
導
入
し

た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
は
、
全
国
の
平
均
的
な
行
政
運

営
を
保
障
す
る
地
方
交
付
税
法
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で

あ
る
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
に
反
対
す
る
本
請
願
を
採

択
す
べ
き
で
あ
る
。

私
は
こ
う
考
え
る

討
論

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
」
の
請
願

（
継
続
審
査
）

新国際ホテル建設新国際ホテル建設

美
見
み
ち
子
議
員　

国
が
推
計
し
、
県
が
策
定
し
た
地
域

医
療
構
想
で
一
方
的
に
病
床
削
減
が
迫
ら
れ
れ
ば
、
地
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
国
の
医
療

提
供
体
制
の
見
直
し
に
反
対
す
べ
き
で
あ
る
。

私
は
こ
う
考
え
る

討
論

「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
求

め
る
」
請
願
書

（
継
続
審
査
）

美
見
み
ち
子
議
員　

子
育
て
支
援
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

の
た
め
に
も
、
中
学
校
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料
化
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
市
民
の
切
実
な
、
正
当

な
要
求
に
応
え
る
た
め
に
今
議
会
で
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

私
は
こ
う
考
え
る

討
論

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
関
す
る
請
願
書

（
継
続
審
査
）

田町の武家屋敷跡に整備
中の津山城下町歴史館の
設置等に関する条例を可
決しました。

中国銀行
●

●鶴山公園

国際
ホテル
●

●
ＮＴＴ

公社第一公社第一
駐車場駐車場
●

観光
センター
　●

津山郷土
博物館
　●

公社第一
駐車場
●

鶴
山
通
り

鶴
山
通
り

鶴
山
通
り

（仮称）城下山下（仮称）城下山下
駐車場駐車場

（仮称）城下山下
駐車場

津山城下町歴史館が津山城下町歴史館が
４月下旬に開館します４月下旬に開館します

　

今
期
定
例
会
で
は
、
２
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
継
続
審
査
中
の
１
件

を
含
め
議
論
を
行
い
、
全
請
願
を
継
続
審
査
す
る
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
請
願
請
願
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一 般
質問 

駐
車
場
対
策

問　

ア
ル
ネ
駐
車
場

の
24
時
間
利
用
の
検

討
状
況
は
。
津
山
駅

周
辺
駐
車
場
対
策
の

観
点
か
ら
駅
・
ア
ル

ネ
間
の
路
線
バ
ス
を

活
か
し
シ
ャ
ト
ル
輸

送
の
取
り
組
み
は
。

答　

地
下
駐
車
場
１

９
３
台
の
24
時
間
化

を
平
成
29
年
３
月
か

ら
試
行
。
シ
ャ
ト
ル

輸
送
は
24
時
間
化
後

に
、
要
望
な
ど
の
調

査
を
行
う
。

地
域
課
題

問　

合
併
10
年
の
総

括
で
市
民
と
行
政
と

の
心
理
的
距
離
に
つ

い
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
中
で
の
改
善
は
。

答　

支
所
・
出
張
所

で
は
、
各
種
行
事
に

積
極
的
に
参
加
、
地

域
担
当
を
割
り
振
り

地
域
課
題
解
決
に
向

け
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
市
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
使
命
感

と
熱
意
を
持
っ
て
声

を
受
け
止
め
る
こ
と

が
重
要
。
接
遇
や
傾

聴
の
研
修
も
し
て
お

り
、
資
質
向
上
の
た

め
一
層
の
努
力
を
行

う
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
危
機
管
理

◆
寅
さ
ん
サ
ミ
ッ
ト

参
加

◆
鉄
道
遺
産

給
与

問　

特
別
職
の
報
酬

は
ボ
ー
ナ
ス
を
含
め

て
上
げ
、
嘱
託
、
臨

時
職
員
の
給
与
は
10

％
カ
ッ
ト
。
住
民
感

情
に
反
し
な
い
か
。

答　

人
事
院
勧
告

（
※
）に
基
づ
い
て
国

家
公
務
員
の
給
与
改

正
法
案
が
国
会
で
可

決
し
た
こ
と
か
ら
職

員
の
給
与
条
例
の
改

正
議
案
を
提
案
し
た

も
の
。
特
別
職
の
給

与
は
一
般
職
の
給
与

規
定
を
準
用
す
る
と

さ
れ
て
お
り
同
様
に

改
正
と
な
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

問　

嘱
託
、
臨
時
職

員
の
給
与
を
10
％
カ

ッ
ト
し
な
い
と
答
弁

し
て
は
。

答　

歳
出
10
％
カ
ッ

ト
は
、
補
助
金
や
嘱

託
、
臨
時
職
員
の
給

与
の
総
枠
も
聖
域
で

は
な
い
と
い
う
趣
旨

の
も
の
で
、
個
人
の

給
与
の
額
を
カ
ッ
ト

す
る
も
の
で
は
な
い
。

従
来
通
り
の
決
定
手

法
に
基
づ
け
ば
人
事

院
勧
告
の
趣
旨
を
尊

重
し
引
き
上
げ
る
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
考

え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
災
害
・
防
災
対
策

◆
財
政
運
営

市政会
岡田康弘

緑風会
金田稔久

　一般質問の記事は、決められた文字数の中で議員本人が要約
し、掲載しています。詳細は次の方法によりご覧ください。
◆インターネット
　会議録はインターネットでもご覧いただけます。「津山市議会
会議録」で検索ください。12月議会の会議録は３月議会初日に
公開予定です。
◆会議録（冊子）
　議会事務局、市立図書館（加茂・勝北・久米を含む）、県立図
書館でご覧いただけます。12月議会の会議録（冊子）は、３月
に発行予定です。

アルネ津山地下駐車場24時間化試行運用へアルネ津山地下駐車場24時間化試行運用へ

特別職の報酬アップ住民感情に反しないか特別職の報酬アップ住民感情に反しないか

※人事院勧告… 労働基本権制約の代償措置として、職員に対し、社会一般の情勢に適応した適正な給与を確保する機能を有するもので
あり、国家公務員の給与水準を民間企業従業員の給与水準と均衡させること（民間準拠）を基本に勧告を行っている。

駐車場24時間化の早期実現を
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地
域
要
望

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
見
直
し
、

助
成
が
受
け
ら
れ
る

範
囲
・
上
限
額
を
拡

大
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実

・
強
化
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
推
進
し
た

い
。
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
補
助
金
の

上
限
額
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
研
究
し
て

い
く
。
町
内
会
集
会

施
設
の
整
備
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

道
路
整
備

問　

防
災
の
面
か
ら

み
た
道
路
整
備
で
、

早
急
に
対
策
を
講
じ

る
必
要
の
あ
る
場
所

は
あ
る
か
。
ま
た
、

道
路
の
要
望
状
況
、

対
応
は
。

答　

市
が
管
理
す
る

災
害
時
の
緊
急
輸
送

道
路
は
す
べ
て
改
良

済
み
で
あ
る
。
ま
た
、

平
成
22
年
度
か
ら
平

成
28
年
９
月
末
ま
で

の
対
応
状
況
は
、
要

望
の
累
積
件
数
が
増

加
し
て
い
る
中
、
新

設
道
路
改
良
は
55
％
、

維
持
関
係
は
56
％
の

執
行
率
で
あ
る
。

子
育
て

問　

放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答　

重
要
な
子
育
て

支
援
施
策
の
ひ
と
つ

と
認
識
。
子
ど
も
た

ち
の
安
心
安
全
な
生

活
の
場
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
一
層
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
強
く
感
じ
て
い

る
。

運
転
免
許
返
納

問　

高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
の
事
故
の
現
状
と

返
納
後
の
対
応
と
交

通
手
段
の
確
保
は
。

答　

津
山
市
で
は
平

成
27
年
人
身
事
故
発

生
件
数
４
８
０
件
の

う
ち
65
歳
以
上
は
１

１
９
件
。
主
な
原
因

は
前
方
不
注
意
と
安

全
不
確
認
で
あ
る
。

自
主
返
納
者
は
１
年

間
に
約
３
０
０
名
で

あ
り
、
岡
山
県
警
が

「
運
転
経
歴
証
明
書
」

と
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

料
金
割
引
や
協
賛
店

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
「
お
か
や
ま

愛
カ
ー
ド
」
を
発
行

し
て
い
る
。
交
通
手

段
確
保
は
、
関
係
部

署
が
連
携
し
た
取
り

組
み
と
地
域
の
支
え

あ
い
が
必
要
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
防
災
と
女
性
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

政
治
姿
勢

問　

市
役
所
に
お
け

る
人
事
や
、
施
策
決

定
の
判
断
に
は
公
正

・
公
平
な
視
点
が
求

め
ら
れ
る
が
、
市
長

の
個
人
的
な
感
情
や
、

選
挙
の
論
功
行
賞
が

影
響
す
る
こ
と
は
な

い
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
も
、

人
事
や
施
策
決
定
に

お
い
て
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
た
こ
と

は
無
く
、
今
後
に
お

い
て
も
、
公
正
・
公

平
な
判
断
を
し
て
い

き
た
い
。

公
共
交
通

問　

津
山
圏
域
定
住

自
立
圏
連
携
事
業
に

お
け
る
公
共
交
通
維

持
・
確
保
の
視
点
か

ら
の
二
種
免
許
取
得

支
援
と
は
。

答　

公
共
交
通
の
維

持
確
保
を
目
的
と
し
、

公
共
交
通
事
業
者
等

が
社
員
の
二
種
免
許

取
得
を
補
助
す
る
場

合
に
、
そ
の
負
担
を

一
定
割
合
で
補
助
す

る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。
今
後
、
津
山

圏
域
定
住
自
立
圏
の

連
携
事
業
と
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
移

住
定
住
促
進
の
た

め
の
情
報
発
信
の

必
要
性

議員は暑中見舞い・年賀状などのあいさつ状を出すことが禁止されています。

政岡哲弘

清流の会
田口浩二

公明党
津山市議団

広谷桂子

高齢ドライバーの問題高齢ドライバーの問題

市長の施政方針市長の施政方針

津山に元気を取り戻す！津山に元気を取り戻す！

公共交通の維持確保を

補助金を活用して照明をＬＥＤ化した上横野会館

様々な特典がある「おかやま愛カード」

市政のあり方を問う！
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防
災

問　

防
災
ラ
ジ
オ
は

旧
津
山
地
域
の
全
家

庭
に
導
入
さ
れ
て
こ

そ
本
来
の
目
的
を
達

成
で
き
る
。
旧
町
村

部
は
防
災
無
線
設
備

を
完
備
し
て
お
り
、

こ
の
格
差
を
是
正
す

る
こ
と
は
行
政
に
与

え
ら
れ
た
使
命
で
あ

る
。
緊
急
告
知
防
災

ラ
ジ
オ
の
導
入
を
５

年
計
画
で
助
成
金
を

つ
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
導
入
目
標

・
実
績
・
導
入
率
は
。

答　

旧
津
山
地
域
全

世
帯
の
50
％
、
１
万

８
千
台
の
設
置
目
標

に
対
し
、
現
在
２
２

２
０
台
、
普
及
率
は

６
・
１
％
で
あ
る
。

問　

旧
津
山
地
域
全

戸
３
万
６
千
世
帯
に

配
備
し
、
電
波
が
悪

い
地
域
に
ア
ン
テ
ナ

を
つ
け
て
も
５
億
円

も
あ
れ
ば
、
全
戸
配

備
で
き
る
の
で
は
。

答　

一
般
世
帯
へ
の

普
及
は
目
標
に
遠
い

状
況
で
あ
る
。
連
合

町
内
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
制
度
活
用
を

市
民
に
働
き
か
け
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
津
山
市
の
教
育
と

は
◆
産
業
支
援
の
あ
り

方

選
挙

問　

投
票
率
向
上
の

た
め
に
多
く
の
人
が

集
ま
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

共
通
投
票
所
を
設
置

す
べ
き
で
は
。

答　

大
型
商
業
施
設

な
ど
に
共
通
投
票
所

を
設
置
す
る
こ
と
は

投
票
環
境
の
向
上
に

つ
な
が
り
、
投
票
者

の
利
便
性
を
高
め
る

も
の
と
考
え
る
が

「
経
費
」
と
「
恒
常

的
な
会
場
確
保
」
と

い
う
課
題
が
あ
る
の

で
設
置
が
可
能
か
研

究
し
て
い
く
。

農
業
委
員
会

問　

平
成
28
年
４
月

か
ら
農
業
委
員
会
制

度
が
改
正
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
。

答　

農
業
委
員
の
選

出
は
、
現
在
の
選
挙

制
か
ら
議
会
の
同
意

の
う
え
で
の
長
の
任

命
制
に
変
わ
り
、
19

名
を
任
命
す
る
。

　

新
た
に
「
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委

員
」
を
35
名
委
嘱
し
、

農
家
か
ら
の
相
談
な

ど
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
行
う
。
新
制

度
は
29
年
７
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
学
校
警
察
連
絡
室

子
ど
も
の
貧
困

問　
「
子
ど
も
の
貧

困
」
へ
の
取
り
組
み

は
。

答　

平
成
27
年
８
月
、

12
の
課
で
「
津
山
市

子
ど
も
の
貧
困
対
策

庁
内
検
討
会
議
」
を

立
ち
上
げ
、
事
業
の

分
類
・
整
理
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

介
護

問　

介
護
認
定
と
変

更
は
。

答　

介
護
度
は
介
護

認
定
審
査
会
で
判
定

し
、
認
定
す
る
。
昨

年
度
の
認
定
変
更
申

請
は
７
５
９
件
、
制

度
改
正
で
施
設
入
所

の
減
額
制
度
は
約
２

０
０
人
の
方
が
対
象

外
と
な
っ
た
。

観
光

問　
「
観
光
戦
略
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

の
実
施
状
況
は
。

答　

観
光
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
つ
や
ま
小

旅
」
製
作
、
観
光
ま

ち
歩
き
ア
プ
リ
「
コ

コ
シ
ル
津
山
」
を
開

発
し
、
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
を
５
か
所

整
備
し
た
。
観
光
タ

ク
シ
ー
乗
務
員
勉
強

会
、
地
域
別
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
講
座
を
実
施
し

た
。

公明党
津山市議団

原　行則

市民と歩む会
黒見節子

津山新星会議
小椋　多

災害時の情報伝達手段は？災害時の情報伝達手段は？

共通投票所を設置すべきでは！共通投票所を設置すべきでは！

観光津山発信！ひと声おもてなしの心を観光津山発信！ひと声おもてなしの心を

※セーフティネット… 網の目のように救済策を張ることで、全体に対して安全や安心を提供するための仕組み。

旧洋学資料館で研修中のボランティアガイド

防災ラジオの全戸配備を

市政のあり方を問う！
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自
立
支
援

問　

生
活
困
窮
者
の

状
況
と
対
策
に
つ
い

て
市
長
の
見
解
は
。

答　

生
活
保
護
に
至

る
前
の
自
立
支
援
を

図
る
た
め
「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
」

が
施
行
さ
れ
た
。
本

市
に
お
い
て
も
平
成

27
年
４
月
に
自
立
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
た
。
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト（
※
）と

し
て
関
係
機
関
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り

問　

ア
ル
ネ
津
山
が

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら

17
年
が
経
過
。
事
業

評
価
と
今
後
の
管
理

・
運
営
は
。

答　

ア
ル
ネ
津
山
は

公
共
施
設
や
駐
車
場

を
併
設
し
た
中
心
部

の
拠
点
施
設
で
あ
る
。

新
た
に
「
人
材
大
学

校
」
や
「
ま
ち
な
か

子
育
て
支
援
拠
点
施

設
」
を
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
地
下
駐

車
場
24
時
間
化
な
ど

を
準
備
し
て
い
る
。

ア
ル
ネ
の
機
能
向
上

で
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
取
り
組
む
。

人
材
育
成

問　
「
つ
や
ま
人
材

大
学
校
」
の
目
的
と

効
果
は
。

答　

産
業
と
医
療
・

福
祉
人
材
な
ど
、
人

材
育
成
の
仕
組
み
を

街
な
か
に
構
築
す
る

こ
と
で
、
雇
用
と
街

な
か
活
性
化
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
る
。

教
育

問　

授
業
を
受
け
る

児
童
生
徒
の
問
題
と

授
業
を
教
え
る
先
生

方
の
問
題
、
授
業
の

進
め
方
に
対
し
て
、

教
育
委
員
会
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

一
時
間
一
時
間

の
授
業
が
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
魅
力

的
で
、
し
っ
か
り
と

学
び
、
知
る
喜
び
を

味
わ
え
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
児

童
生
徒
の
学
習
規
律

の
徹
底
、
校
内
研
修

の
充
実
な
ど
、
学
校

環
境
づ
く
り
や
教
職

員
の
授
業
力
の
向
上

に
努
め
て
い
る
。
各

学
校
の
授
業
に
つ
い

て
は
、
教
育
課
程
に

沿
っ
て
適
切
に
実
施

さ
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
駅
前
整
備
と
公
共

交
通

駐
車
場
対
策

問　
（
仮
称
）城
下
山

下
駐
車
場
が
主
要
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ

た
が
53
号
線
か
ら
入

る
路
線
整
備
計
画
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

駐
車
場
計
画
は
、

不
足
し
て
い
る
観
光

駐
車
場
を
整
備
し
、

津
山
城
跡
周
辺
な
ど

の
観
光
客
の
利
便
性
、

回
遊
性
を
高
め
る
も

の
。
道
路
は
、
時
代

の
変
化
に
的
確
に
対

応
し
、
取
り
組
む
事

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

観
光
バ
ス
に
対
応
し

た
道
路
や
駐
車
場
な

ど
、
総
合
的
に
研
究

し
た
い
。

イ
ベ
ン
ト

問　

作
州
の
つ
ど
い

（
※
）の
成
果
は
。
関

西
・
阪
神
地
域
版
を

開
催
し
て
は
。

答　

ふ
る
さ
と
を
懐

か
し
む
郷
土
出
身
者

を
中
心
に
多
く
の
喜

び
の
声
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
戴
し
た
。
関
西

・
阪
神
地
域
版
の
開

催
に
つ
い
て
は
関
係

団
体
と
も
研
究
を
進

め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
津
山
市
の
今
後

緑風会
竹内靖人

津山新星会議
吉田耕造

野村昌平

「つやま人材大学校」開設目的は「つやま人材大学校」開設目的は

心配りのできるまち「つやま」を目指して心配りのできるまち「つやま」を目指して

自立相談支援センターを利用して下さい自立相談支援センターを利用して下さい

※作州のつどい… 首都圏在住の津山圏域（津山市・苫田郡・久米郡・勝田郡の市町で構成）の出身者や県北にゆかりの
方々との交流を深める会。東京で開催されている。

本庁舎１階の「自立相談支援センター」

若手教師の指導力向上を目指した「げんぽ塾」

改修を待つ（仮称）城下山下駐車場予定地

市政のあり方を問う！
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給
食

問　

学
校
給
食
の
牛

乳
の
残
食
が
多
い
。

代
替
品
な
ど
残
食
を

減
ら
す
取
り
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

牛
乳
は
カ
ル
シ

ウ
ム
の
供
給
源
と
し

て
優
れ
た
食
品
で
あ

り
代
替
品
を
考
え
る

に
し
て
も
栄
養
バ
ラ

ン
ス
に
課
題
が
あ
る
。

残
食
を
減
ら
す
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
代
替
品
等
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
情

報
収
集
に
努
め
、
研

究
し
て
み
た
い
。

情
報
伝
達

問　

以
前
よ
り
提
案

し
て
い
た
防
災
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て

行
政
情
報
を
流
す
こ

と
の
検
討
状
況
は
。

答　

市
内
全
域
の
行

政
情
報
の
格
差
の
是

正
、
情
報
伝
達
手
段

の
多
重
化
な
ど
行
政

効
果
が
期
待
で
き
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及

に
も
繋
が
る
。
現
在
、

エ
フ
エ
ム
つ
や
ま
と

放
送
内
容
・
経
費
等

に
つ
い
て
研
究
、
協

議
を
進
め
て
い
る
。

受
動
喫
煙
対
策

問　

日
本
で
は
年
間

約
１
万
５
千
人
が
、

受
動
喫
煙
が
原
因
で

死
亡
し
て
い
る
。
男

性
が
４
５
２
０
人
に

対
し
、
女
性
は
１
万

４
３
０
人
に
も
の
ぼ

る
。
津
山
市
の
受
動

喫
煙
等
の
対
策
は
。

答　

妊
婦
や
新
生
児

の
い
る
方
へ
の
助
言
、

指
導
や
世
界
禁
煙
デ

ー
等
に
駅
前
や
街
頭

で
市
民
へ
の
啓
発
活

動
、
市
広
報
紙
を
通

じ
て
岡
山
県
の
禁
煙

相
談
窓
口
を
紹
介
し

て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費

問　

先
日
、
市
長
に

６
千
人
近
い
署
名
を

持
ち
、
中
学
卒
業
ま

で
子
ど
も
医
療
費
の

完
全
無
料
化
の
声
が

届
け
ら
れ
た
が
、
来

年
度
か
ら
の
実
施
は
。

答　

改
め
て
非
常
に

重
要
な
子
育
て
支
援

策
と
認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、

他
地
域
と
の
均
衡
性

か
ら
の
検
討
も
必
要

で
あ
り
、
政
策
決
定

の
責
任
者
と
し
て
熟

慮
し
、
判
断
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
津
山
圏
域
定
住
自

立
圏
の
形
成

定
住
自
立
圏

問　

定
住
自
立
圏
形

成
で
津
山
圏
域
内
の

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る

農
産
物
の
情
報
交
換

を
行
い
、
互
い
に
伸

び
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
。

答　

農
産
物
の
生
産

品
目
に
つ
い
て
は
各

自
治
体
が
特
徴
を
持

っ
て
推
進
し
て
い
る
。

生
産
者
間
で
は
、
Ｊ

Ａ
つ
や
ま
の
生
産
者

部
会
を
中
心
に
情
報

交
換
を
行
い
、
高
品

質
化
や
増
産
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
行
政
間
で

は
美
作
広
域
農
業
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
が

事
務
局
を
務
め
る

「
津
山
農
業
普
及
指

導
協
議
会
」
を
中
心

に
、
担
い
手
の
確
保

や
育
成
新
技
術
の
普

及
、
農
作
物
の
生
産

状
況
な
ど
の
情
報
交

換
を
し
て
い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
に
関

係
機
関
や
圏
域
自
治

体
、
生
産
者
が
一
体

と
な
っ
て
指
導
者
や

担
い
手
の
掘
り
起
し

を
行
い
な
が
ら
圏
域

内
で
の
さ
ら
な
る
可

能
性
を
探
る
必
要
が

あ
る
。

日本共産党
津山市議団

美見みち子

公明党
津山市議団

岡安謙典

緑風会
西野修平

学校給食の残食を減らす取り組みが必要では学校給食の残食を減らす取り組みが必要では

「受動喫煙対策」は、待ったなし「受動喫煙対策」は、待ったなし

定住自立圏形成での農業部門は定住自立圏形成での農業部門は

有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄附を求めると処罰されます。

ＪＡつやま　ぶどう部会の様子

市政のあり方を問う！
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運
転
免
許
返
納

問　

自
動
車
運
転
免

許
証
を
返
納
し
た
後

期
高
齢
者
に
１
年
間

に
限
り
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て

は
。

答　

免
許
返
納
者
は

年
間
約
３
０
０
人
い

る
こ
と
か
ら
、
費
用

面
で
実
現
は
困
難
。

問　

返
納
者
に
対
応

し
た
ご
ん
ご
バ
ス
の

ル
ー
ト
や
回
数
、
時

刻
の
見
直
し
を
。

答　

利
用
者
の
要
望

収
集
な
ど
を
行
い
、

関
係
部
署
と
連
携
し

運
行
事
業
者
と
協
議

を
す
る
。

介
護

問　

低
所
得
者
が
介

護
施
設
を
利
用
す
る

場
合
の
利
用
料
負
担

に
つ
い
て
、
収
入
が

国
民
年
金
だ
け
の
利

用
者
で
は
介
護
施
設

へ
の
入
所
が
難
し
い

の
で
は
。

答　

世
帯
全
員
が
住

民
税
非
課
税
で
利
用

者
の
収
入
が
国
民
年

金
の
み
の
場
合
、
申

請
に
よ
り
食
費
な
ど

が
軽
減
さ
れ
る
。
低

所
得
者
に
つ
い
て
は
、

各
種
減
額
制
度
を
利

用
で
き
る
場
合
も
あ

り
、
高
齢
介
護
課
に

相
談
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
政
治
倫
理
と
金

水
道
事
業

問　

今
後
、
水
道
施

設
の
更
新
・
耐
震
化

な
ど
を
進
め
る
う
え

で
、
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
が
水
道

料
金
改
定
に
つ
い
て

の
認
識
は
。

答　

市
民
の
皆
様
か

ら
負
託
を
受
け
た
市

長
と
し
て
重
要
な
政

治
判
断
を
伴
う
事
項

の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、

人
口
減
少
や
自
然
災

害
な
ど
に
も
適
切
に

対
応
し
、
将
来
に
わ

た
る
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
も
料
金

改
定
に
は
適
切
な
判

断
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
ず
は
、

経
営
努
力
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
新
水

道
ビ
ジ
ョ
ン（
※
）と

併
せ
て
経
営
戦
略
を

策
定
し
安
定
経
営
に

努
め
る
よ
う
水
道
局

に
指
示
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
経
営
努

力
や
財
政
状
況
な
ど

を
市
民
の
皆
様
に
知

っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
「
見
え
る
化
」
に

努
め
て
い
き
た
い
。

子
育
て

問　

み
ど
り
の
丘
保

育
所
で
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
子
ど
も
た

ち
の
保
育
を
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　

障
害
が
あ
る
お

子
さ
ん
の
受
け
入
れ

も
含
め
看
護
師
な
ど

の
専
門
職
の
確
保
な

ど
に
最
大
限
努
力
す

る
。

英
語
教
育

問　

平
成
32
年
か
ら

小
学
校
の
３
・
４
年

生
は
英
語
活
動
が
、

５
・
６
年
生
は
英
語

が
教
科
に
な
る
が
取

り
組
み
は
。

答　

29
年
度
か
ら
段

階
的
に
授
業
を
増
や

し
、
外
国
語
指
導
助

手
を
配
置
、
教
員
に

は
研
修
機
会
を
増
や

し
授
業
力
の
向
上
を

図
る
。

河
川
管
理

問　

河
川
の
樹
木
の

伐
採
や
堆
積
土
砂
の

た
め
に
県
知
事
と
効

率
的
な
管
理
に
つ
い

て
協
議
す
べ
き
で
は
。

答　

吉
井
川
の
護
岸

の
整
備
、
河
川
土
砂

採
取
の
問
題
、
樹
木

の
伐
採
な
ど
県
知
事

と
の
ト
ッ
プ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
中
で
も

提
言
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
国
際
理
解
・
交
流

緑風会
秋久憲司

市民と歩む会
村田隆男

緑風会
森西順次

水道料金改定について認識は水道料金改定について認識は

川の木を撤去、知事とトップミーテイング川の木を撤去、知事とトップミーテイング

運転に不安を感じたら自主返納で事故ゼロ運転に不安を感じたら自主返納で事故ゼロ

※水道ビジョン… 安全な水を十分に将来にわたって供給するための指針を示したもの。平成16年６月の策定から７年以
上が経過した平成24年２月から新水道ビジョンの検討を開始している。

安定的な水道事業の継続を

「川がイノシシも住む密林に」瓜生原地区

市政のあり方を問う！
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オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

問　

津
山
市
は
、
平

成
28
年
12
月
１
日
よ

り
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

（
※
）を
公
開
し
た
が
、

そ
の
活
用
方
法
は
。

答　

デ
ー
タ
を
公
開

し
、
民
間
な
ら
で
は

の
発
想
に
よ
り
有
益

な
シ
ス
テ
ム
や
、
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

開
発
し
て
い
た
だ
き

行
政
の
透
明
性
・
信

頼
性
の
向
上
、
行
政

の
効
率
化
、
官
民
協

働
の
推
進
と
地
域
課

題
の
解
決
を
図
る
。

定
住
自
立
圏

問　

定
住
自
立
圏
の

今
後
の
取
り
組
み
で
、

不
揃
い
な
足
並
み
を

ど
う
調
整
す
る
の
か
。

答　

事
業
を
進
め
て

い
く
中
で
相
互
が
理

解
を
深
め
な
が
ら
、

新
た
な
取
り
組
み
を

含
め
、
幅
広
い
連
携

を
働
き
か
け
て
い
く
。

防
災

問　
「
地
区
防
災
計

画
」
の
取
り
組
み
と

は
。

答　

今
年
度
、
津
山

市
城
西
地
区
が
、
内

閣
府
モ
デ
ル
事
業
を

受
け
、
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

教
育

問　

夜
間
中
学
は
、

全
国
に
31
校
あ
り
、

１
８
０
０
人
余
り
の

生
徒
が
在
籍
し
て
い

る
。
中
学
校
に
行
け

な
か
っ
た
子
、
も
う

一
度
勉
強
し
た
い
子

の
た
め
に
津
山
に
も

開
設
で
き
な
い
か
。

答　

夜
間
中
学
に
つ

い
て
は
、
不
登
校
の

た
め
学
校
に
通
え
な

い
ま
ま
中
学
校
を
卒

業
し
た
方
々
に
も
、

教
育
の
機
会
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
を
期

待
さ
れ
て
お
り
、
文

部
科
学
省
に
お
い
て

は
事
例
研
究
や
広
報

活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
他
に
も
何

ら
か
の
理
由
で
、
来

日
し
た
も
の
の
様
々

な
事
情
で
義
務
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
方
々
の

学
ぶ
場
と
な
っ
て
い

る
。

　

現
時
点
で
設
置
に

つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
観
光
振
興
と
今
後

◆
部
落
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る

法
律

地
域
要
望

問　

平
成
28
年
６
月

議
会
で
取
り
上
げ
た

西
上
山
形
線
道
路
改

良
工
事
の
私
の
質
問

に
対
し
、
市
長
は
地

元
の
町
内
会
長
に
整

備
方
針
を
説
明
し
た

と
答
弁
し
た
が
、
地

元
町
内
会
長
は
説
明

を
受
け
て
い
な
い
と

憤
慨
し
て
い
る
が
ど

う
思
う
か
。

答　

関
係
す
る
２
人

の
町
内
会
長
に
待
避

所
等
の
方
針
を
口
頭

で
説
明
し
た
。

問　

こ
ん
な
大
事
な

こ
と
を
口
頭
だ
け
で

い
い
の
か
。

答　

担
当
者
か
ら
説

明
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
を
言
っ
た
。

問　

新
市
建
設
計
画

は
、
そ
の
事
業
を
担

保
し
た
も
の
で
は
な

い
と
答
弁
し
た
が
間

違
え
て
い
る
の
で
は
。

答　

時
代
、
財
政
、

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
総
合
的
に
判
断
し

た
。

問　

財
源
は
、
地
域

づ
く
り
基
金
と
合
併

特
例
債
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

答　

全
市
的
に
状
況

を
見
て
判
断
を
し
て

い
る
。

日本共産党
津山市議団

中村聖二郎

安東伸昭

市政会
松本義隆

オープンデータの活用法オープンデータの活用法

全国で進む夜間中学設置の動き全国で進む夜間中学設置の動き

西上山形線道路改良工事の説明は西上山形線道路改良工事の説明は

※オープンデータ…誰でも許可されたルールの範囲内で自由に複製・加工や頒布などができるデータ。

西上山形線

わが市にも夜間中学を（文部科学省のホームページから引用）

様々なオープンデータの案内、検索を行っているウエブサイト「データカタログサイト」

市政のあり方を問う！
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ま
ち
づ
く
り

問　

新
国
際
ホ
テ
ル

は
、
平
成
30
年
度
の

着
工
予
定
で
あ
り
、

中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
つ
い
て

５
年
の
計
画
期
間
を

ま
た
が
る
た
め
、
１

年
の
延
長
を
考
え
て

い
る
。
こ
の
基
本
計

画
に
津
山
の
玄
関
口

で
あ
る
今
津
屋
橋
か

ら
鶴
山
通
り
に
「
ま

ち
な
か
道
の
駅
」
を

設
置
す
る
こ
と
を
盛

り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

答　

国
に
よ
る
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
認
定
や
補
助

金
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
事
業
主
体
の

有
無
や
事
業
内
容
の

熟
度
、
事
業
実
施
に

よ
る
効
果
な
ど
い
わ

ゆ
る
事
業
の
蓋
然
性

（
※
）が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
ま
ち
な

か
道
の
駅
の
提
案
は

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト

を
整
理
し
事
業
の
実

現
可
能
性
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
津
山
城
郭
と
重
伝

建
の
現
状
と
今
後

の
展
開

◆
津
山
城
下
町
歴
史

館
条
例

学
校
施
設

問　

学
校
プ
ー
ル
は
、

年
間
３
週
間
程
度
し

か
使
用
さ
れ
て
い
な

い
が
、
維
持
管
理
費

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

維
持
費
は
、
水

道
代
や
小
規
模
修
繕

な
ど
１
校
当
た
り
年

平
均
60
万
円
程
度
で
、

償
却
と
部
分
更
新
費

な
ど
が
年
当
た
り
５

３
０
万
円
程
度
と
な

り
、
合
わ
せ
る
と
約

６
０
０
万
円
程
度
が

必
要
と
な
る
。

問　

屋
外
プ
ー
ル
を

廃
止
し
て
屋
内
プ
ー

ル
を
１
〜
２
ヶ
所
整

備
し
、
３
時
間
程
度

の
集
中
授
業
を
行
う

方
が
、
安
上
が
り
で

泳
力
向
上
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

学
校
プ
ー
ル
の

集
約
化
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
は
大
き
い
が
、

子
ど
も
た
ち
が
学
校

外
へ
移
動
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
、
移

動
手
段
や
時
間
の
確

保
な
ど
が
学
校
運
営

上
も
大
き
な
課
題
と

な
る
の
で
今
後
と
も

研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
鳥
獣
害
対
策

◆
安
心
安
全
の
ま
ち

づ
く
り

財
政

問　

平
成
27
年
度
か

ら
37
年
度
ま
で
は

「
実
質
単
年
度
収
支
」

の
赤
字
が
予
想
さ
れ

「
市
税
等
の
値
上
げ
」

が
懸
念
さ
れ
る
。
自

主
財
源
増
に
つ
な
げ

る
施
策
は
。

答　

第
５
次
総
合
計

画
の
主
要
事
業
の
取

り
組
み
に
よ
り
自
主

財
源
の
収
入
見
込
み

が
好
転
し
、
行
革
効

果
必
要
額
の
圧
縮
が

図
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

問　

財
政
調
整
基
金

（
※
）等
の
収
支
不
足

対
応
基
金
は
平
成
37

年
度
の
第
５
次
総
合

計
画
の
最
終
年
度
に

は
「
13
億
円
」
ま
で

減
少
し
、
基
金
の
繰

り
入
れ
に
よ
る
事
業

運
営
が
難
し
く
な
り

「
将
来
世
代
」
は
負

担
だ
け
を
負
う
の
で

は
。

答　

基
金
は
平
成
50

年
度
に
は
、
64
億
円

ま
で
回
復
す
る
。
ま

た
、
今
後
も
将
来
世

代
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
収
支
不
足
対

応
基
金
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
行
政
運
営

清流の会
津本憲一

津山誠心会議
津本辰己

津山誠心会議
中島完一

学校プールの集約化は？学校プールの集約化は？

「将来世代」の負担軽減を「将来世代」の負担軽減を

「まちなか道の駅」を中心市街地に作っては「まちなか道の駅」を中心市街地に作っては

※蓋然性（がいぜんせい）…ある事柄が起こる確実性や、ある事柄が真実として認められる確実性の度合い。
※財政調整基金…自治体が財源に余裕がある年に積み立て、不足する年に取り崩すことで財源を調整し、計画的な財政運営を行うための貯金。

中心市街地の活性化を

市政のあり方を問う！
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道
路
管
理

問　

道
路
法
第
24
条

申
請
と
は
。

答　

道
路
敷
地
内
に

お
け
る
道
路
工
事
は
、

道
路
管
理
者
以
外
は

で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
管
理
者

以
外
が
道
路
工
事
を

行
う
と
き
、
道
路
管

理
者
に
提
出
す
る
申

請
で
あ
る
。

問　

こ
の
許
可
に
基

づ
い
て
下
高
倉
西
地

内
の
宅
地
造
成
、
市

道
Ｍ
１
０
８
号
の
工

事
が
終
了
し
結
果
、

市
道
Ｍ
１
０
８
号
は

そ
の
機
能
を
失
い
、

隣
接
土
地
５
筆
は
軽

四
自
動
車
が
通
行
不

能
に
な
っ
た
。
問
題

の
把
握
は
い
つ
か
。

答　

平
成
28
年
５
月

に
判
明
し
、
現
地
の

確
認
を
行
っ
て
い
る
。

道
路
機
能
の
回
復
に

つ
い
て
は
開
発
者
に

対
し
対
策
を
協
議
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら

再
度
協
議
を
行
い
、

許
可
条
件
の
遵
守
を

求
め
て
い
き
た
い
。

問　

市
道
を
守
る
責

任
は
。

答　

市
に
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
合
併
後
の
旧
町
村

民
の
不
満

市民と歩む会
河本英敏

道路管理は適正に道路管理は適正に

道路の補修をしている市職員

議員の
判断は？ 議案等への賛否状況一覧

議案
番号

議員名

議案名

秋
久
憲
司

安
東
伸
昭

岡
田
康
弘

岡
安
謙
典

小
椋　

多

金
田
稔
久

黒
見
節
子

河
本
英
敏

近
藤
吉
一
郎

田
口
浩
二

竹
内
邦
彦

竹
内
靖
人

津
本
憲
一

津
本
辰
己

中
島
完
一

中
村
聖
二
郎

西
野
修
平

野
村
昌
平

原　

行
則

広
谷
桂
子

政
岡
哲
弘

松
本
義
隆

美
見
み
ち
子

村
田
隆
男

森
岡
和
雄

森
西
順
次

吉
田
耕
造

審議結果

賛
成：

反
対議決結果

第37号 平成27年度津山市一般会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 25：２ 原案認定

第40号 平成27年度津山市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 25：２ 原案認定

第42号 平成27年度津山市下水道事業特別会計歳入歳
出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 25：２ 原案認定

第45号 平成27年度津山市介護保険特別会計歳入歳出
決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 25：２ 原案認定

第47号 平成27年度津山市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 25：２ 原案認定

第48号 平成27年度津山市土地開発公社清算事業特別
会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 25：２ 原案認定

第55号 平成27年度津山市水道事業会計決算及び未処
分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 25：２ 原案認定

継続審査とすることの賛否を問う議決（請願内容の賛成・反対を表明するものではありません。）継続審査とすることの賛否を問う議決（請願内容の賛成・反対を表明するものではありません。）
請願
第１号

「地方財政の充実・強化を求める意見書提出に
ついて」の請願 × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 22：４ 継続審査

請願
第４号

「地域の実情に応じた医療提供体制の確保を求
める」請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 22：４ 継続審査

請願
第５号 子どもの医療費助成制度の拡充に関する請願書 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ － ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 19：７ 継続審査

※　○：賛成　×：反対
※　賛否状況は議員の申告等に基づいて作成しております。
※　木下健二議員は議長のため、採決には加わりません。
※　野村昌平議員は請願の採決当日、欠席でした。
※ 　その他の議案等は原案認定、原案可決、原案承認となりました。



　

足
立
区
の
取
り
組
み
は
、
今
の
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
施
策
で
す
が
、
将
来
ま
ち

を
担
っ
て
い
く
世
代
へ
の
投
資
と
も
言
え

ま
す
。
貧
困
は
世
代
を
超
え
て
連
鎖
し
ま

す
。
そ
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
明
る

い
未
来
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

川
崎
市
で
は
博
物
館
と
美
術
館
が
同
じ

建
物
に
入
っ
て
い
る
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
視
察
し
、
複
合
施
設
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

視 察 報 告

　

安
曇
野
市
で
は
認
知
症
カ
フ
ェ
を
介
護

に
結
び
つ
く
前
に
気
楽
に
集
い
、
語
ら
う

場
と
し
て
開
業
の
支
援
し
て
お
り
、
現
在

市
内
に
３
カ
所
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
視

察
で
は
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
い
る
事
業
者

の
話
も
伺
い
、
実
情
に
つ
い
て
学
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

松
本
市
で
は
飲
食
店
・
家
庭
で
の
食
べ

残
し
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し

た
。 「

認
知
症
カ
フ
ェ
」
開
業
支
援

長
野
県
安
曇
野
市

食
品
ロ
ス
に
対
す
る
取
り
組
み

　

長
野
県
松
本
市

道
路
整
備
に
お
け
る
市
民
要
望
の
適
正
管
理

「
美
化
ピ
カ
ロ
ー
ド
宇
部
」・「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

山
口
県
宇
部
市

下
関
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン

山
口
県
下
関
市

未
来
へ
つ
な
ぐ
あ
だ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
）　　
　
　

東
京
都
足
立
区

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
管
理
運
営

神
奈
川
県
川
崎
市

　

富
士
市
の
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
経

営
者
・
起
業
者
と
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
個
別

相
談
を
軸
と
し
て
、
そ
の
運
営
ス
タ
イ
ル

を
全
国
展
開
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
も
参
考
と
な
る

点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

豊
川
市
の
補
助
金
事
業
は
、
や
る
気
や

ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
事
業
に
高
い
補
助

を
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
店
街
の
活
性
化

に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
し
た
。

　

宇
部
市
が
展
開
す
る
道
路
管
理
施
策
の

視
察
で
は
、
多
数
寄
せ
ら
れ
る
道
路
改
良

要
望
に
対
し
て
、
整
理
・
評
価
・
順
位
づ

け
の
流
れ
を
透
明
化
し
て
整
備
す
る
な
ど
、

今
後
の
市
道
管
理
上
参
考
と
な
る
多
く
の

工
夫
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

下
関
市
で
は
新
た
な
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
経
緯
を
中
心
に
ご
教
示
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
市
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

へ
の
有
意
義
な
調
査
が
行
え
ま
し
た
。

富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

静
岡
県
富
士
市

や
る
気
満
々
商
店
街
等
事
業
費
補
助
金

愛
知
県
豊
川
市

将来への投資の重要性 総務文教
委 員 会

介護前に気軽に集える場を 厚　　生
委 員 会

企業相談による産業振興 産　　業
委 員 会

住民の要望を満たす工夫を 建設水道
委 員 会

川崎市市民ミュージアム安曇野市役所にて

富士市産業支援センター下関市上下水道局
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つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と大豆油インキを使用しています。リサイクル（雑紙）に御協力ください。

第４回　みんちゃいクイズ ≪応募方法≫
　ハガキに「答え（２問）、
議会だよりの感想、議会
への意見、住所、氏名、
年齢、プレゼントの希望」
をご記入の上お送りくだ
さい。

≪宛先≫
〒708－8501
津山市山北520
　津山市議会事務局あて

正解者の中から抽選でプレゼント

Ⓐ図書カード（500円）　５名様
または
Ⓑあば温泉無料入浴券（５枚）

　３名様
　当選者の発表はプレゼントの
発送をもって代えさせていただ
きます。

（応募締切）
平成29年３月17日（消印有効）

　次の２問にご回答くださ
い。

① 平成27年度に着工し、今
年１月に開園したのは？
　⇒ ○○○の丘保育所

② （仮称）城下山下駐車場の、
駐車可能台数は？
　⇒ 約〇〇台

　写真は美作高校の校舎から見た風景です。
私達写真部は、地域の日常から美しいシーン
を切り取ることをモットーに、日々、活動し
ています。

今月の表紙～美作高校・写真部

読んでいただいたらヒントがありますよ

お便り紹介～ご意見にお答えします～
〔
ご
意
見
〕
70
代　

男
性

　

津
山
市
議
会
の
政
務
活
動
費
の
支
出
状
況
を

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
は
。

（
回
答
）
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、
特
集
を

来
年
度
内
に
組
む
予
定
で
す
。
ご
意
見
を
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
隆
）

〔
ご
意
見
〕
50
代　

女
性

　

今
ま
で
あ
ま
り
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
議
会
だ

よ
り
で
す
が
、
表
紙
の
美
し
さ
に
ペ
ー
ジ
を
め

く
り
ま
し
た
。
補
正
予
算
の
使
い
方
が
分
か
り

や
す
く
書
い
て
あ
り
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

（
回
答
）
お
便
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
分
か
り
や
す
い
表
現
に
努
め
て
い

き
ま
す
。（
耕
）

　６月定例会以降の請願・陳情の受付締切について、次のとおり変
更となりますのでお知らせいたします。

議会運営委員会の前日（土曜日・日曜日・祝日・休日を除く。）の午後５時まで

※議会運営委員会は本会議初日の１週間前に行っています。
　 なお、請願は上程議題として議会運営委員会において協議をされ
ます。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

請願・陳情の受付締切が１週間早くなります。ご注意
ください


